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日本部類学会々則

iX~ 1 ~・ 本会l土門本市l刻字:会と称する。

ZH25・ ;'1、会は~:~;!"?の jffi広務7'<.を|主| り ， 1)1・ 4上て会只，Hì7iの連絡*-1こ親11主を~Iること
をFI的とする。
f行 3請と み~:j> ，よ前えの日 (1甘をihするために次のτF業を行う。

1. 総会合間m:(午11口J)
2， tH.:i:;: 1刻する研究公，講習会， 採集会~;ーの日111H
3. ii二期刊行物の充下l
4. そのf也前二ω日I(J会i宝寸るために必要なτJE信

仰 41.・ み令 'Ï)明lf5~:'士会土えの .j.，eにおし
1{15宗 本':2.;1)1;ー;L'iJぷ:L1:4)J 1 flに始り， 4f年3)j31 nに終る。
~n 6令' 会iii土砂((I)3内と 1-る。
1. rl[.j出土n (r~') 包Q:こ関心なし F! 主会の他行に行間する側人又It団体で， 役員
会。承認するも0:)。

2. f:!?会n(i~i 苧ρjéì幻こ兵南~ò主あり ， 木会の趣符に rt同する個人で，役口会
の推~!jするも υ、)。

ヌ. 4FhiY4:il(本会1)必「?にH"~ L， /1.:会の発展.に特}乙寄与した伺人交は問{，j~で，
役口会1~ro~約するもの)。 J 

れ 7タ 本会;乙入会fるに，!" ，イ'I:JI)rt 氏行(I.JIf1、オ;)，11，捜喰を記入した入会巾込手?を
会長に足立l¥すむのとする。
の8孟; 会W.t.1，V;-:会';'l30J1'1をliii納ずるものとする。 fll.し，名作会員及び特別会
日は会伎を12しなL、。
fif9d・ 本会!こni欠の役Hをt.， <。
会 1-' 1千40 1キ zjJ 可γF710 ;干;五日計下1'，。

:;r~口の{[Il)kt? ケイfーと し尻町することが出来る。 {II. し I ，ii'.淡IlH士引続きe3 J !1l ;~II\:主
れることl士山米ない。

12口選11¥の規定¥J別に定める。(的日IJ ~11 1 条~筑 4 条)
第10完: 会I、lt会を代表L，会務わ企{，j¥.を統べる。怜'N士会長の芯:を受(-)・てHajji'の
会務をわ・ぅ。

1$11五ー 5干訟W'i訴訟L~会主総JJ.X:し ， 会乃要務に|到し会長の消間にあづかる。 1干議
1'1公}主会見力、Jiif- し ~t.ご交??をもって ， これに代える こと が出来る。
{ii 12タ ボ会1主立Jol11j行匂 n;-;J;(iJを{j:3 li.ill刊行し会日にJIlt:Nで倣命ずるロ
{附則)

{~'Ç 1 ~' 会長!主総会)乙!Jういて会日中よい巡IIJされる。伶ιJft主会長が会員巾よりこれ
をfRfvuする。 ・ ‘ 

{n 2才色 3干J1~nのJ.~lflit(Xのて方U、による。

1. i、地rz別に会員司!よりi立山主れる。その定日は各地区 1併とし.会日放が50
%な山える地ltcIU50fうまでごとに1%を1111える。
2. 総会・ご於いて会兵が会nrl'よ勾務Tれを有t泌する。イn.L.その数は全評議員
の 1/3をJまえoこ)-.l'llll来かい.
地侭制'才iXの7地区とする。
J t.liにむ地l主。 東北地区。 r\~京地区 Wii弓 t J~jt\ 山梨を含む}。 中部地医(三mをfTむ)。
i迂幾地l丸"Ij i4 . 1'4同地代。 IL'N地区(i'l'縄主:-;'tむj。
fお3主 会;ム;及ヨ:f1FfJ':E;lzVEI1をi民任『るιとはf11J12ない。
第 4/，、 地区ji!LHの府民只に欠民主:ノJJじた場今は，市1i壬醤の残余JOJH¥J，欠点者をも
って充叫する。

11~ 5 ~ 木々I/II!il附和33i-: ] 0 1i 26 [1 .tりJAi行する。



河湾竹島の海藻群落

谷口森使*

M. TANIGUTJ: Psanzensoziologische Forscbung 
uber die Algen an Takesbima. Mikawa Distrikt 

三河湾にはどのような海環群落が分布しているか，乙れを主題lζ筆者は

1958年3月間湾奥lζ位置する竹島を調査した。竹島は若者郡海岸を距たる乙と

約500mの海上にあって，その聞は橋で述絡されている。島の周囲は約 1500

m.最高点は海抜22mの小島である。地質的には片状花闘閃緑岩よりなる円。

調査にあたっては， STEPHENSONS (1950-'54)， LEWlS (1953)， LA WSON 

(1956)等の考えを重視してどのような内湾性群落が形成されているかを主眼

点とした.岡島を一周し，主として潮間帯 (STEPHENSONS1949)を対象に調

べた。特lこ下記3地点においては群落学的解析を行って精霊ました。次IC調査

結果について述べる。

1. 本島西岸中央における解析結果は第1表!と示す如くである。即ち潮

位町 130~40cm 間ではヒトエグナ，フクロフノリ，アナアオナが見られるが，

特にヒトエグサは120-50cm間lζ広い帯belt(FELDMANN 1951， GUILER 1955) 

を形成している。次に潮位 40cm以下においてはνワノカワ，フクロノリ，

150 

Tabelle 1. 群落組成表

3 I I E鈍darωh伽 b伽ghamiae ハパノリ
+ I Enteromorpha co悦pre8saヒラアオノリ
十 21 I I Sargassum th仰1m'凶 ウ lトラノオ

+ 1 I Co抑制仰抑制sa フクロノリ

+ I Petr08prmgium rug08um シヲノカワ
1 5 5 1 

+231+ 

Scytosipho叫 lo押'Ulntαγ似S カヤモノリ

Ulva peγt叫sa アナアオサ

+十 11 1 1 + 

14555552+ 

100 50 
I 
Ocm 

Gloiopeltis furcata フクロフノリ

!Ifo叫o8troηta叫it也lu悦 ヒトエグサ

潮 位

(註) 潮位 10cm以下では詳細な調査が出来なかった。

勢三重県立大学水産学部
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2 部類第7巻第1号昭和34年4月

ヲミトラノ才，ヒラア才ノリ，ハパノリ，カヤモノ Dが着生している。その

うちカヤモノリがもっとも俊占的で，特i乙潮位40-20cm聞に多量見られる。

又ハパノリも 30-20cm間に多い。全体的に潮間帯では上，下にそれぞれ

ヒトエグナとカヤモノ Dの顕著なる 2帯が認められたロ即ちヒトエグサーカ

ヤモノリ群落が形成されている。このような群落は本島西岸lζ広く分布し一

般的のようであった。

2. 本島東岸中央での調査結果は次のようである.前地点同様潮間帯に

は上，下にそれぞれヒトエグサとカヤモノリの2帯がより明瞭に識別された。

上記海藻のほかフク ロフノムフクロノ 9，イロロ，イソダシック，アナア

オナ，ヲミトラノオ，ネパリモ，オゴノリ ，Vョクジョヲケノリも見られた。

とのようなヒトエグサーカヤモノリ群落は西岸同様東岸l乙おいても広く全般

的に見られるものであった。なお蒲郡海岸よ り本島北岸への橋下にはアマモ

が繁生し，それに混じて若干クミトラノオも見られた.

3. 本島南端における状態は，既述のものとはいくらか異なるようであ

る。即ちフクロフノリが最上位で潮位 200-90cmの聞に着生している。特

に170-130cm聞に顕著な帯を形成する。次にアナアオサ，イロロ，カヤモ

ノPが見られるが，それらのうちカヤモノリが優占種であり，潮位 110-80

cm聞に明瞭な帯をなす。 その他のものは量的に少ない。次lζハパノリ，ヲ

ミトラノオ，ゴメノムワタモがあるが，比較的ヲミトラノオが多い。全体

的にいって本地点では前述のヒトエグサーカヤモノリ群落は若干崩れて僅か

ながら外洋的色彩を混じている。

調査の結果を略述すれば以上の如くである。全般的lζ本島で見られる潮

間帯海藻辞落はヒトエグサーカヤモノリ群落である。同様の群落は既に伊勢

湾11) 志摩英虞湾15) 田辺湾，別府湾13) 有明海町，鹿児島湾同等で直接観察

している如く，本邦に広く分布する代表的な内湾性群落の 1裂である。

ただ乙乙で注目すべき点は伊勢湾奥Iζ広く見られる海藻群落とは全く異

なる点である。即ち同地域にはアナアフfサーツノレヅル群落が分布しているに

比し，竹島同様のヒトエグサーカヤモノ P群落は伊勢湾口附近の内磯に限定

されて分布している。乙れに関しては次のように目下考察している。伊勢湾

突の海水は木曽JII.長良川，町屋川，鈴鹿川|等の大}11から流入する多量の淡

水で著しく低械となっているめぺ本来ヒトエグサーカヤモノリ群r~は外洋水

のかなり影響のある内湾にその分布領域をもつようだから，当然伊勢湾奥で

2 



谷口: 三河湾竹島の海藻群落 3 

本群落は形成されず湾口にのみ見られるものと推察される。問機の現象は大

阪湾でも認められた。従って竹島でのヒトエグサーカヤモノリ群落の存在は

外洋水が三河湾では伊勢湾と異な り湾奥まで顕著!C達するこ とを示すものと

解したい。事実三河湾奥では長大な河川はない。又地形並びに海洋学的にも

伊良湖水道を経て三河湾に進入せる黒潮分派は直ちに湾奥，蒲郡~三谷海岸

lと向うようである2)，
， 
Zusammenfa田ung

Nach meiner pftanzensoziologischen Forschung uber die AIgen in Takeshima 
habe ich in der AIgengesellschaft Mono8troma nitidu附 Scytosip.加πωm倒的γius
Assoziationen entdeckt. In ihnen， wie sie die TabelJe 1. zeigt， sind Monostroma 
nitidum und Scytosipho托 lomentariu8die Vorzugsarten und teilweise wachsen 
auch GloiQpeltis jurcata， Ulva pertu8a， Pelro8pongium rugo四 m，Colpo刑閥均
s初叫08a，Enteromorpha C01ηpressα， SaγgωS叫情的叫nbergiiund E叩darachπe
lringhami.αe. Die ahnlichen Assoziationen habe ich auch in Misumi in Provinz 
Kumamoto， Toyooka in Provinz Qita， Osakihana in Provinz Kagoshima， Tana-
be in Provinz Wakayama und Toba in Provinz Mie gefunden. 

(Provinziale U ni versitat Mie) 

交献

1)愛知県:三河湾自然公園調査報告脅，地質図 (1956). 2)第4管区海上保安部:伊勢

湾及三河湾潮流観測報告， 1-4 (1953). 3) FELDMANN， J.: Manual of Phy巴ology
313-334 (1951). 4) GUlLER， E. R: J. Ecol. 43， 138-148 (1955). 5)海上保安庁:潮
汐表 (1958). 6)海洋気象台:海洋時報， 5，ト98(1933). 7j LAWSON， G. W. : J. Ecol. 
44， 153-170 (1956). 8) LEWIS， J. R.: Proc. Z∞1. Soc. Lond. 123， 481-550 (1953). 
9) STEPHENSON， T. A. and STEPHENSON， A.: J. EcoJ. 37， 289-305 (1949). 
10)一一一一一 J.Ecol. 38， 354-399 (1950). 11)谷口森俊:三重県大年報， 2， 78-86 
(1957). 12)一一一一一 :医と生， 49 (印刷中). 13)一一一一 :医と生， 49 (印刷刷.

14)一一一一 :日生態誌 (投稿中). 15)-一一一一:医と生(投稿中). 16)氏家由三:採

と飼， 11， 29(}-292 (1949). 17)安井善一 ;海洋時報， 9， 75-79 (1936). 
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東京湾の海苔篠に着生ナる

緑藻について (1)

岩本康三*

K. IWAMOTO: On the green algae growing on 
the Nori-culture-net in Tokyo Bay 

東京湾では近年海苔漢の移植に伴なって，今まで養殖の主体であったア

サクナノリが姿をひそめて，北方種のスナピノリが乙れにとってかわったと

とは，今や周知のと ととなっている。これと同時!と以前には東京湾でみられ

なかった，数種類の緑藻が海苔官民l乙着生しだしたことも，業者，研究者の人

達のひとしく認めていると乙ろである.そして最近新崎博士は業界誌「海苔

タイムスJ1ζ乙れら緑磁の生態について述べておられるが，未だ詳細には触

れておられない

筆者は，東京水産大学の殖回教授の多大の御配慮により，これら緑藻に

ついて主に分類学的に調べ，今日までに Capsosiphonfulvescens， Entero-

morρha nana及び Monostromasp.の3種を認め一応の知見を得たので報

告する。

本文を草する!とあたり，重々御便宜を賜った東京水産大学殖回三郎教授.

片田実助教授，北海道大学山田幸男教授に心から感謝いたします。又東京水

産大学の三浦昭雄助手lとは常IC有形無形の御援助をいただきました乙とを厚

く感謝します。

1. CapsosiPhon fulvescens (AG.) SETCHELL and GARDNER カプサア方

ノリ (時四， 1942). 

採築地: 木更津，羽田 (1958年1月， 2月).

この緑藻は濃緑色の太さ 2~5mm ，こ達する管状スは雨A状のもので，

15cm i立までに伸長する単条体である。一見ポクアオノ日を忠わせるが(図
1) ， 体質が非常に脆弱なことと，表面観でほぼ四角形の細胞が 2~4 個宛グル

ープをなして縦列しており(写真1，21，ζれらは体の生長につれて縦列が乱

れて areolateして くるのであるが(写真3)，この様なことからボクアオノ リ

骨東京水産大学
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岩本・ 東京湾の海持rJlil乙新生する緑磁について (1) 
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5 

1. Capsosiphonの細い体の一部，約60倍.2同上のー部，約280i~ . 3.細胞の配列
がやや areola七eしている部分，約250倍. 4.分脱した細胞，U，約130依 5.まるま

った細胞~'i~ ， 外If百にのみ透明t'1がある，約 130 {，古. 6.配偶子嚢(?)!tl，約250倍.
7. 7キネート様の細胞，約250倍.

F 
d 
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図説明

Cα;psomphonの全形(羽田鹿)x 1. 
(a. b). COLLlNS (1903)より複写.

NEWTON (1931)より模写.

(95-99). J. AGARDHより模写.

(b， b'，巴). KUTZINGより模写.
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岩本; 東京湾の海苔2院に着生する緑藻について (1) 7 

等のアオノリ類と明瞭に区別がつしかような性質の他に，体腔面lζは体の

外面』ζあるような透明層 (hyalinelayer)がないとと(写真5)，更feCOLLINS 

(1909)が指摘しているように，細胞の縦列部はカパーグラスを圧えることに

より， 1Flj又は 2列の細胞;骨子lC分離する乙とも著るしい特徴である(写真4)，

そして ζれら細胞祁:は体腔面を外lとしてまるまってくるが(写真5)，との現

象は体腔面に透明層を欠いていることから当然予想される乙とである。

生殖細胞は体の上端から段々に作られてくるようであって 2本の繊毛

をもった配偶子と思われるものが l細胞中lζ30個以上形成される， また乙

れら配偶子袈(1)群(写真6)の中lζ単独に又は数細胞かたまって厚膜化して

いるアキネート機のものが散見された(写真7).

さて，乙の緑誌を最初に記載した人は C.AGARDHで，彼が 1821年lζ

Ulva ful官ω、censという名前でスカンジナピア産のものを報告して以来， 多

くの研究者により世界各地から発見されて， 今日まで Ulvafulvescens (C. 

AGARDH， 1821: ARDlSSONE， 1886)， Solenia fulvescens (C. AGARDH， 1824)， 

Ilea fulasce出rFRIES，1825; J. AGARDH， 1882; GANONG， 1898; COLLINS， 

1900， 1903， 1909)， Ulva aureola (C. AGARDH， 1829; COLLINS， 1882， 1884， 

1888; MARTINDALE， 1889; BRITTON， 1889)， Enteromoゆhafulvescens 

(KUTZING， 1843， 1849)， Ent. aureola (KUTZING， 1856; HAUCK， 1885; DE TONI， 

1889; SETCHELL and GARDNER， 1903)， Capsosiρhon aureolus GOBl， 1879; 

NEWTON， 1931)， CapsosiPhon aureolum (COLJ.INS， 1894)， Capsosiρhon 
fulvescens (SETCHELL and GARDNER， 1920; HAMEL， 1930; TAYLOR， 1937， 

1957; TOKIDA， 1942; KYLIN， 1949)等の名前で報告されており，今日では

Caρ'sosiphon fulvescens (C. AG.) SETCHELL and GARDNERとし、う名前が一般
に通用している。

本邦では時田が 1937年 12月と 1941年1月及び4月lζ，北海道有珠で

海苔筏などlζ若生しているものを発見し， 1942年IC報告している。それ以外

は誰の報告もなかったが， 1958年になって新附が「海苔タイムス」紙上で，

この緑藻が有珠をはじめ岩手県，宮城県，福島県，東京湾，伊勢湾等の海苔

篠lζ見られる乙とを述べている。

Capsosi.ρhonなるものは DETONI， COLLlNS， SETCHELL and GARDNER， 

HAMEL， K YLIN及び TAYLOR等の記載では，細胞が Gloeocapsa様であると

述べてあり，事実 COLLINS(1903)の図(図2)や KYLIN引用の NEWTONの図

(図3)も細胞の本体を著しく小さく， 細胞膜は層をして非常に厚く描かれて
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8 議類第7巻第1号昭和34年4月

あるし，又細胞の形や大きさが著しく不揃いであったり，母細胞膜が極めて

明瞭であったり，縦列する細胞列の独立性が著るしかったりするので，上記

の人達の記載は，Ilea fulvescensの名前で本植物を詳述図示したJ.AGARDH 

の概念とは，かなりの喰い違いがあるのである(図 4)0

然らば Gloeocaがaなるものを最初に引き合いに出したのは誰であるか

というと，筆者の調べでは KUTZINGで彼は Tab.Phyc. (1856) 1ζ於いて，そ

の図(図5)説明に -b.Formlose aus gloocapsoidischen Zellen gebildete 

Gallertmasse， aus welcher einfachen Faden (b') hervorwachsen， welche 

den jungsten Zustand der Species representierenーとあって，彼の図では

所謂 Gallertmasseの細胞は勿論，直立体の細胞も艇は相当厚く層をなして

いる。その後 DETONI (1889)は一 cellulisrotundatis vel ovoideis， 

Gloeocapsae ad instar membrana crassa cinctis，ーと，本植物の細胞が

Gloeoゆasa様に細胞膜が幾重にも層をなしていると述べている回

これに対してJ.AGARDHの記載 (1882)には Gloeocapsaなる言葉は見

当らないし，彼の図にもそのような様子はみえない。又時国の報告にも，

Gloeocapsaなる言葉は使われていないし，凶にもそのような様子がない。そ

して今度の筆者の標本は体腔面の構造をのぞいてJ.AGARDHの記載に最も

近い。体腔面の構造は時-回の図と一致する.とのように Gloeocatsa様の細胞

であるということは，何時の場合にも当てはまる性質ではない。

又東京湾の標本では， COLLlNSが図示しているような枝(図2a)の出る

ζ とは稀であって，基部近くから数本の小枝の出ているものが観察された，

又 KUTZINGの図示している直立体をだすGallertmasseは見当らなかった。

この Gallertmasseがあるということは， KUTZINGも同時に図示しているよ

うに，この植物の器部細胞が仮根となって他物に固着する性質から考えると

疑わしい乙とである。

生殖細胞については従来 BLlDlNG(1935)によって， 4本の繊毛をもった

滋走子のみが報告されているが，筆者の材料では2本の繊毛をもった配偶子

( ? )が観察され，その上アキネート様のものが配偶子嚢(? )群中lと散見され
た(写真7}0アキネートは MonostromabullosumやPrasiolaの類で存在が

報告されている (WILLE，1906; F悶百CH，1935)0 

次lζCoLLlNS(1903)の記載から興味ある部分を紹介してみると Ca戸0・

sithonは，その最良の生育場所は淡水の流れとむ干満線開， しかも干潮時l乙
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は海水が全く淡水と交換するような所であって，北米大西洋岸の MaineHiか

らNewJersey 州へかけて分布している。又カナダの NewBrunswick 州の

海岸から 20哩はなれた Sllssexの賊水泉からも発見されている。さらに彼の

記す所では， 1920年7月ICMaine 州 Cutlerで長さ 1m，径2cmlC逮するE

大なものが採取されており，更に同年同月に FARLOWも亦 NewBrunswick 

州 Campobellsで同様lC大きなものを採っているψ

体長に関しては， KYL到によればスェーデシ西岸のものは体長僅かに 1

-3cmであり， J AGARDHのものは 2-3pollices (約2-3寸)の体長とあ

り， ドイツのキーノレで採取された REINBOLDの腸棄は 5-6cmであった。

Capsosi phonは，その体基質，細胞の性質と配列及びアキネートの存在

などから考えて EnteromorPhaより MonostromaIC近縁と思われる。しか

らば，その体が管状であることから，特異なものとされている Monostroma

groenlandicumと比較した場合どうであろうか，それは次のようである。

Cap8oBiphon 

1. 体質は柔かく脆弱。

2. 表面観で細胞は 1 偲叉は 2~4 佃宛グ

Jレープをなして(母細胞膜は顕著ならず)

縦列し，叉 areolateしている。

3. 体腔内にゼラチン質なし体腔商に透

明屈を欠く。

4. 断面観で細胞は僅かに丈の高い楕円形

をなす。

M. groenlandicum 

1. 体質はもろく粗則。

2. 表面観で細胞は 1 偲，叉は 2~4 個宛

Capsule状の母細胞膜中にあって，体基
質中に不規則に散在する。

3. 体腔内に細胞より分泌されたと恩われ

るゼラチン質あり。

4. 断面観で細胞は丈が著るしく高い。

この他に両者の分布を比較すると，Ca.ρ.は M.gr.よりも大体暖い地方

に見られる様である，しかしアラスカの St.Michaelといった寒地からも発

見された記録もある (SETCHELLand GARDNER， 1903)，又北米 Massachllsetts

測沿岸では両者共みられるようである。本邦では北海道のj享岸及びその近辺

lζ M.gr.がみられ，それに一番近い Caρ.の産地は北海道有珠である。

両者の細胞の配列，性質のみを他の Monostromaと比較すると，Ca.ρ. 
はM.areolalum 1ζ最も近いようであり，一方 M.gr.はM.quaternarium 

と酷似している。

E. nanaとMonostrωnasp.については次固に述べる。

- 9 
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Summary 

1. 1 observed 60me specimens of Cap.~o.~iphon fulvesceηs (C. AG.) S. & G. 
col1ected from the Nori-cu1ture-net at Kisarazu and at Haneda， Tokyo Bay. in 
January and February. 
2. Capsosipho叫 wasfound in Japan from Usu Bay， Hokkaido， and reported 

only once by Prof. J. TOKIDA， Hokkaido University， in 1942. 
3. According to Dr_ M. ARASAKI， Tokyo University， Capsosiphon is 

found at present from the Nori-culture-net in Usu Bay， Hokkaido， several 
places in Iwate Pref.， Matsukawa-ura， Fukushima Pref.， Tokyo 8ay and in Ise 
8ay， Aichi Pref. 
4. The cells forming the fronds are rather angular and not Gloeocα.psαー

like as dωcribed by various r伺 earchers.
5. Remarkable differences are prωent among the previous figures of 

KUTZING. J. AGARDH， COLLINS， NEWTON and TOKIDA， and the present 
specimens resemble that of J. AGARDH. 
6. The frond is 目白paratedinto 1-2 cells series in row自 when pre回ed

under the cover glass as mentioned by CoLLINS. These rows of cells curl 
when water is introduced. This phenomenon is due to the lack of the hyaline 
layer on the inner face of the cavity. 
7. More than thirty 2・ci!iatedgametes (7) are produced in the each game-
tangia (7). and 1 have no七observedany 4-ciliated zoωporωwhich have been 
observed by BLIDING. 
8. The akinetes (7) have been observed here and there among the game-
tangia (7). 

文献

AGARDH， C. (1821): Species algarum， Vol. 1， pt. n. 一一一一一(182伺 Systema
algarum. FRIES (1825): Systema orbi目vegetabilis.Preimas lineas novae con-

structionis periclitatur E1ias Fries， par七1，Plantae homonemeae. AGARDH. C. 
(1829): Icones algarum europaearum， Vol. 3. KUTZING (1843): Phycologia gen-
eralis， oder Anatomie， Physiologie und Systemkunde der Tange. -一一一 (184例:
Species Algarum. 一一一一一(1856):Tabulae Phycologicae， VI， p. 14， t. 40， Fig. 3. 
GOBI (1879): Berichte ueber die algologischen Forschungen im finnischen Meer-
busen. AGARDH，よ (1882):TilI Algernes Systematik， VI， Ulvaceae. CoLL1NS 
(1884): Notes on the New England Marine Algae， IV. HAUCK (1885): Die 
Meersealgen Deutschlands und 0冒terreichs. ARDISSONE (1886): Phycologia 
mediterranea， 11. COLL1NS (1888): Notes on New England Algae. 
(188B): Marine Algae of Nantucket. MARTlNDALE (1889): Marine Algae of 
the N ew J ersey Coast and adjacent W a ters of Sta tion Island. BRITTON (1889): 
CataIogue of Plants found in New Jersey. DE TONI (1889): SylIoge Algarum 
Vol. 1. COLLlNS (1894): Algae in RAND， E. L. & REDFIELD， J. H.， Flora of 
Mount Desert Island， Maine. GANONG (1898): 00 Halophytic Colonies in the 
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Interior of New Brunswick. COLL1NS (1900): Preliminary Lists of New Eng-
land Plants， V. Marine Algae. 一一一一一 (1903): The North American U1vaceae. 
SEτ"CHELL & GARDNER (1903): Algea of Nortbwest America. COLLNS (1909): 
The Green Algae of North America. HYLMO (1916) : Studien uber die marinen 
Grunalgen der Gegend von Malmo. SETCHELL & GARDNER (1920): The mar. 

alg. of tbe Pac. Coas七ofN. Amer.， pt. II， Chlorophyceae. HAMEL (1930): 
Chlorophycees des cotes francaises. NEWTON (1931): A Handbook of the 
British seawe吋s.BLIDING (1935): Sexualitat und Entwicklung bei einigen 

marinen Chlorophyceen. TA YLOR (1937， 1957): Mar. Alg. of the Northeastern 
Coast of North America. LEVRING (1940): Studien uber die Algenvegetation 
von Blekinge， Sudschweden. TOKIDA (1942): Phycological observrtion V. 
KYLIN (1949): Die Chlorophyceen der schwedischen Westkuste. 新崎 (1958): 
海苔タイムス 147号 [ARASAKI(1958): The Nori Times， No. 147]. 

紅藻ヒメヒビロウドの雌性生殖器官

の構造とその発達について

川嶋昭 一

S. KA W ASHIMA : On色hestructure of the female organ 
and its developm申ntof D叫drB8nayC!m初'imaOKAMURA 

ヒビロクド属 (Dudresnaya)の雌性生殖器官の構造とその発達lζ関する

研究はすでICD. coccineaについて BORNETet THURET (1896)， OI.TMANNS 

(1898)及び KYLlN(1923， 1937)が，D. crassa について HOWE(1905)及び

T A YI.OR (1950)が D.jaρomcaについて岡村(1908)及び広瀬 (1949)が行っ

ており，各種類によってその形態と袈果形成までの過程lζ多少の差異は認め

られるが，結局2個の癒合制胞が出来る点ではいづれの種類でも同様である

ととが報告されている。しかし1'AYLORはD.crassa Iζ於いては癒合細飽は

むしろ 1個のこともあり，又全く これを作らないものも多く観られるなど極

めて種々な例をあげてカルポゴ γ受精直後の発達過程に関しては上記の各研

究者とはかなり異なる見解を発表している。次に D.minima(ヒメヒピロク

ド}は岡村(1932)1ζよって発表されたがその報告中では助細胞について簡単

に触れているに過ぎない。その後，長谷川(1949)はこれを北海道奥尻島より

報じ，カノレポゴン校，助細胞及び誕果の形態的性質を明らかにしたが，それ

後北海道水産部水笠潔
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12 部類第7巻第1号昭和34年4月

らの発達過程には触れていない。著者は 1957年 7月27日，長谷川の採築地

点より余り速くない青森県大問弁天烏の西海岸干潮線下約30cmの岩盤上に

生育していた本種の 1個体を得てホルマリシ液漬として持ち帰る乙とが出来

たので，特lζ雌性生殖器官の構造と発達の過程を観察し，上記各研究者の報

告と比較検討した。以下にこれらの諸点につき知見を論述する。観察方法は

コット yブルーの酪酸 0.5%溶液lとより染色後，押し潰し法によってプレパ

ラートを作製し，一週間位放置した後鏡見した。

本論K入るにあたり本種を採集する機会を与えられ，研究lζ際しては終

始御懇罵なる御指導を賜った北大理学部植物学教室山図幸男教授に対し満腔

の謝意を表する。又研究に際し恩情溢れる御助言と文献に関するお世話を戴

いた神戸大学理学部生物学教室広瀬弘幸博士に深く感謝する。

安精前の雌性生殖器官の構造

1. カノレポゴン枝 カノレポゴン枝は体の中軸より出た輸生枝の基部iζ近

いlJf間上に生じ， 6ー7(ー8)個の細胞安1)から成るが，乙れらの細胞列の基部

の1-2個細胞は数個の小円盤状色素体を含む中性細胞であることが多い (A

図1，3)0 乙れ以外の各細胞はむしろ無色lζ近い色紫体が一様に含まれ(上記

染色液で一様に薄紫色IL染色される)，又その中にかなり大きな核様物質が1

他見られる場合がしばしばあるu 全体はややゆるやかに屈曲し，特にその上

部は急、激に膏曲するので，先端f(位するカルポゴ Yは必ず下向きになってい

る。カノレポゴ yは非常に小さい。受精毛はかなり長いもの (A図3)と短いも

の(A図 1)など色々であるが，割合としては後者の方が多い。乙の毛は真直

か或いは基部か乙れよりやや上部でわずかに膨れている ζ とがあるがラセ y

状に屈曲する ζとはない。又その器部から約3分のl位の所で叉状に分岐し

た異状な受精毛が観察された (A図4)0

2. 助細胞 助細胞もカルポゴ γ校と殆んど同じ位置に，しかも後者よ

り多数生じ，(5一)6-9 (-10)仰の細胞子1)から成る。各細胞は若いうちは同

大，角形であるが (A図2)，成熟するにつれて球状になり特IC.中央部の細胞

が多少膨大し (B図2)，又下部の細胞が分岐する乙ともある (A図llo各細胞

の内容は一様な色素体か，又は多少不整形で大きな盤状の色素体を含むが，

いずれにしろ輪生校細胞とは全く形態も内容も異なるので， 容易に判別出来

る。助細胞はとの細胞列の下部から 3(-4)番目の細胞で他の細胞?と比して大

きさは特に注目すべき程差異はないが，極めて稀lζ乙の細胞膜が多少肥厚し
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ている乙とがある。そしていずれの場合でもその内容は他の細胞より一層透

明でEっその中にかなり大きな丸い核様物質が見られるので他の細胞と区別

出来るP

的多量L選
E 

' A 図:

1. カルポゴン校及助細胞列を有する輸生伎の一部 x2∞. 
2. 若い議果と助細胞列を有する伎の一部 x200. 
3. 受精前のカルポゴン校 X200. 
4. 分岐した受精毛を有するカルポゴン校 x200. 
5-6. 受精によりカルポゴンと第4細胞が癒合連絡した状飯 x200. 
7. カルポゴンが第4細胞と癒合連絡した後，新細胞を突起状に分裂

した状態 x20仏
8. 新生細胞が第5細胞と癒合連絡して第I及第E癒合細胞が完成
した状態 x200. 
9-10. 第I及第E癒合細胞より連絡糸を発出し始めた色ので両癒合
細胞聞の連絡点は消失している x20仏
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14 部類第7巻第1号昭和34年4月

1 

3 
B 図:

1. 連絡糸 X200. 
2. 助細胞列，下部より 3番目が助細胞 X200. 
3. 助細胞に連絡糸が連絡して成胞糸を生じた状態 X200. 
4. やや発達した褒果 X2∞. 

受精後の雌性生殖器官の発達

1. カJレポゴジ校の発達 受精後カルポゴシはそれから数えて(即ちカ

ノレポゴジを第1細胞として)第4番目の細胞との聞に直接連絡点を作って癒

合するが，乙の頃にはすでに受精毛は先端部から順次消失し，殆んど基部し

か残っていないものさえある (A図5，6).間もなくカルポゴンは膨大し又乙

の迎絡点が次第に広くなって第I癒合細胞が形成されるがその過程中lζカル

ポゴシからl個の細胞が突起状に分裂され (A図7)，やがてそれがカノレポゴ

シ校中の第5細胞のllil]都lζ述絡癒合して，先と同じ様な癒合細胞を生ずる。

乙れが即ち第1I癒合細胞である (A図8). そして乙の様な時期では受精毛は

全く消失しているが，各細胞関の迷絡点は未だ明らかに保たれている。又，

乙れらの各癒合細胞の癒合部分は後になってそれ程太くならないとともあり

(A図9)， 又充分太くなって繭玉状になる場合もある (A図10).

やがてそれぞれ第I及び第II癒合細胞の一部を成している元の方ノレポゴ

ン及びそれから新生された細胞の外側部分から連絡糸が発出するが，ζの時

期になると明らかに上記のカルポゴンとそれより新生された細胞聞の辿絡点

が消失して第I及び第II癒合細胞はそれぞれ分離されている (A図9，10). 
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との連絡点が消失する正確な時期は不明であるが，上lζ述べた様な状態から

推察すると恐らく連絡糸の発出と殆んど同時であると想像される。迷絡糸は

まず各癒合細胞から突起状に突き出た後伸長をはじめ，長い間隔で関節して

いるが，著者の観察した限りでは，いずれも各癒合細胞から出る連絡糸はた

だ1木だけで，又全く分岐もしていない (B図1lo更に著者は癒合細胞から

助細胞まで完全に述絡系で連絡された状態のものは観察出来なかったが，恐

らくとの様な経過をたどるととは間違いない事実と考えられる。

2. 助細胞の発達と褒果形成 癒合細胞より発した連絡糸が助細胞と結

合する時，助細胞は必ず突起状に連絡糸の方向lζ膨出し恰もこれを迎え入れ

る如くにして述絡する (B図31， 又その後この述絡点の極く近くから先端の

多少膨れた述絡糸が再び伸長して行くが，との様なものにも分岐するものは

観られず (B図的，更に又乙れらが他の助細胞と連絡しているものも観察出

来なかった。

連絡糸と結合した助細胞は不規則な形lと膨出し，やがて成胞糸細胞を分

裂し，とれらの各細胞はすべて果胞子となる。各果胞子は数個の小仁を形成

し，とれが集合して球形，腎臓形等の袈果となる (A図2，B図4)0又との際

助細胞列中の他の細胞は婆果が形成されてからもなお全て残存して消失する

ととはない。

考察

1. カルポゴシを生ずる枝を構成する細胞は本種では6-7個が普通で，

とれらの大部分又は全部がカノレポゴシ枝となっている。とれは長谷川の報告

に殆んど一致し，又 D.coccinea (KYLIN， 1928)の7-9個ともほぼ同数であ

るが， D. crassa (HOWE， 1905)の5-18個又は D.japonica (広瀬， 1949)の10

-18他よりは短い。しかし所謂カJレポゴシ校として認められる内容に富んだ

細胞はいずれの種類でも本種とほぼ同様に6-10個位で，それ以外の下部の

細胞は普通の中性細胞に過ぎない。

2. 受精毛は本種では真直か或はその基部，又はそのやや上部で多少膨

てれているが， D. japonicaでは殆んど真直か又は数回ラセ Y状に屈曲する

場合が多い。然るに D.coccineaやD.crassaでは全く乙の様な乙とはなく

常にまっすぐである。又いずれの場合でもかなり長くなるが，本穫の観察例

ではむしろ短いものの方が多い。然しながら本種が他種と異なる最も大きな

性質のーっとしてあげられる点は，受精後割合迷かに受精毛が消失する乙と
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で，少なくとも二つの癒合細胞が完成される頃ICは全くその痕跡も見られな

い。これに反して他の3種では受精毛はかなり後期まで観察されている。

3. 本種は受精後まずカルポゴ yが第4細胞と直接側面で連絡して第I

癒合細胞を作り，然る後にカノレポゴジはl個の細胞を新生しとれが第5細胞

と連絡して第II癒合細胞を作る。然るにD.coccinea(KYLIN， l.C.)ではまず受

精後カJレポゴ yはl個の細胞を新生してから， ζ れらの2細胞がそれぞれの

側面で第4及び第5細胞と直接連絡して二つの癒合細胞を生ずる。乙の様に

これら 2種間では発達のl順序IC違いはあるが，いずれの場合でもカルポゴy

枝の上部が強く湾曲していて各細胞が常に密接しているために直接連絡癒合

出来るもの(直接癒合型)と考えられる。

次lζ D.japonica(広瀬，l.c.)とD.crassa ('fAYLOR， 1950)では受精したカ

ルポゴ Yは1本の突起を伸長して順次第4(5)細胞及び第 5(6)細胞と連絡し

て第I及び第1I癒合細胞を作る。乙れは前者の場合と異なりカノレポゴン枝が

あまり湾曲せず，カノレポゴンが第4(5)細胞と完全に隣合っていないために行

われる癒合方法である(間接癒合型)と考えられる。

4. TAYLORはD.crassaでは癒合細胞が1個しか生じない場合や，時

には全く癒合細胞を作ることなしに直接カルポゴシやその他のカルポゴジ校

中の細胞から多数の連絡糸を生ずるととがしばしばある点を認め，カJレポゴ

ンの発達過程は他の研究者の発表している様IC単純なものではないとの見解

を述べている。しかし乍ら少なくとも著者が D.minimaで観察したところ

では， 発達過程lζ於ける個々の相異を除外すれば D.coccineaや D.ja.ρ0・

mca について各研究者が報告している如く，常lζ2個の癒合細胞が出来る ζ

とは間違いない。

5. 本種では恐らく癒合細胞から連絡糸を発すると殆んど同時IC二つの

癒合細胞の迎絡が断たれて独立する。乙れと時期は異なるが結果的に同様な

ものは D.jaρonica(広瀬I.c.)であり，又 D.crassa ('fAYLOR， l.c.)も稀れで

はあるが観察されているe 乙れに反し D.coccinea (KYLIN， l.c.)では恐らく

最後までとの連絡は保たれているものの様である。

6. 本種の連絡糸は著者の観察した限りでは必ずl癒合細胞から 1本宛

出，しかも全く分岐していない。とれは他の種類のいずれともかなり相異す

る点であるが，乙れは著者の観察例が少ないので充分確認出来ないω ただい

ずれも有節である点は他3種のそれと同じである。
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7. 本種の助細胞列を構成する細胞は 5-10個で基部の 1-2細胞を除

く大部分は内容に富んで膨大しているが， D. cocci neaの約12個， D. crassa 

の9-20個及び D.japonicaの14-18個のいずれよりも少ない。しかし真

IC内容に富み膨大する細胞はいずれの種類でも本種と同様5-10個位で他は

中性細胞であるa

本種の助細胞は殆んど基部から3番目にあたりその上下の細胞に比べて

特に大きさの点では変化はない。とれは助細胞がその上下細胞より必ず小さ

い他の3種との大きな相異点である。一般に本櫨の助細胞列は形態的に最も

単純であり，乙れに反し D.crassa(TAYLOR，l.C.)のそれは最も複雑である。

8. 助細胞が連絡糸を受入れる際にその方向lζ突起を生ずる点マ本種は

D. coccinea (OLTMANNS， 1898; KYLIN， l.c.)と同様であり， D. japonicaでも

広瀬の図(第4図D)から判断すると恐らく同様であると考えられる.しかし

同種に関する岡村の図 (Pl.42， Figs. 6-9)ではこの様な突起は見られない。

又，D. crassa (HOWE， l.c.; TAYLOR， l.c.)でも突起は全くなく連絡系は直接

助細胞の側面lと連絡する.

9. 成胞子細胞がすべて果胞子となること，及び褒果が完全に成熟する

まで助細胞列の各細胞は消失せずに残存する点はいずれの種類にも共通した

性質である。

10. 以上を要約すると本種(D.minimaj は受精毛が受精後割合早く消失

するとと，助細胞の大きさ等の点で独特な性質を有するが，又一方カJレポゴ

シ校と助細胞列を構成する細胞の数，連絡糸と助細胞の述絡方法，特iと癒合

細胞の出来方が所謂直接癒合型である等の諸点iζ於いて本種は D.coccinea 

lζ近縁であると云える。ちなみに D.japonicaとD.crassaは間接癒合裂に

よって癒合細胞を作る点に於いて本種及びD.coccineaとは大別されるが，

更に D.crassaは雌性生殖器官の形態と発達過程が特lζ多様性を帯びるとと

から，乙れらの諸性質が単純な本種との系統的関係は最も速いと考えられ

る。

Summary 

1. 1n D叫dr伺間抑制伽伽aOKAMURA collected from Oma.Bentenjima， 
Aomori Prefecture on July 27， 1957， the carpogonial branch is composed of 
6-7←B) cells. 
2. The fertilised carpogonium fuses directly with the 4th cell in the 
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巴arpogonialbranch. After this， the carpogonium giv，ωo住 anew process 
downwards， which fuses with the adjacent 5th cell. As a result， two fusion 
cells are formed. 
3. The trichogyne di8appeus at an倒 rlystage， soon after the comple-

tion of the above mentioned七wofusion cells. 
4. Perhaps， with the formation of the conne巴tingfilament-initials from 
the two fusion cel1s the connecting portion between the former carpogonium 
and thenewly issued process from it is cut off. And so the two fusion cells 
are separated respectively. 
5. The auxi1iary cell is intercalary， usually being the 3rd cell from the 
base of auxiliary cell branch， which is comp凶 edof (5-) 6-9ト10)cells and is 
very distinctive as compared with the other vegetative branches.百lereis 
scarcely any difference in size between the auxiliary cell and its immediate 
neighbours of the branch. 
6. The auxiliary cel1 produc凶 anuneven prcicess， which fuses with the 

connecting filament. 
7. As a result of comparative study between D. coccinea， D. crαssa， D. 

japonicαand the present specie8 (D.間伽4制α，)it 8eems to the writer that D. 
悦伽t叩 αisrather close1y related to D. cocci柑eathan the other two species. 
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天然にがける COJzchocelisの探究

三浦昭雄*・伊藤 茂材

A. MlURA and S. ITO: An investigation 
of Conchocelis in nature 

L まえがき

C側 chocelisroseaはBATTRS(1892)によって創設されPorphyrace記に

属する穿孔藻類の l種とされていた。従って Conchocelisroseaは，近年に

至るまで独立の種として COLLINS(1906)， ROSENVINGE (1910， 1回1)，PRJNTZ 

(1926)，内海 (1936)，TAYLQR (1937， 1957)， KYLlN (1944)らKより，それぞれ

報告されている。 その記被のほとんどは Conchocelisroseaの分類学上の

位置をきめるととに主眼をおいて，Conchocelisの生殖器官を論じている。

ROSENVINGE (1931)は BATTERS(18四)が inflationと呼んだ部分すなわち，

系条のと乙ろどとろから膨れ出た細胞列をfertilecell-rowと呼び，BATTERS 

と同じくとの部分の細胞が単胞子を生ずると推測した。乙の細胞列は星形の

色素・体をもっ大形の細胞からなり単条又は分岐している。なお ROSENVINGE

はfertilecell-rowの細胞間ICpit-connectionの存在を認めて Conchocelisを

Florideae Iこ属するものに違いないと述べている。 TAYLOR(19③内はそれを

Nemalionales (Acrochaetiaceae) Iζ属せしめ単胞子畿が生ずるものとしてい

る。 KYLINも亦 Conchocelisrω仰を Nemalionales(ChantransiaceaeJ Iζ置

き fertilecell-row類似の細胞列を図示して，単胞子麓となしている。しか

し，乙れら研究者は胞子の滋離，完封fについて何も説明していない。

ところが， DREW (1949， 1954)によって，それまで独立の種と考えられ

ていた Conchocelisroseaなるものは Porρhyraの生活史中の 1phase 1ζ他

ならないことが実験的{ζ証明され，続いて各国の研究者逮も実験によってこ

のととを裏づけた。そこで， 0ωu;hocelisに関する研究はもっぱら Porphyra

の生活史との関連において行われるようになった。

DREW (1949)がαnchocelisはPorPhyraの生活史中の 1phaseのもの
である ζとを報告してから DREWand RiCHARDs (1953)は，生きているカメ

後東京水度大学

" 東京都水産試験場
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ノテ (Polliciρω cornucゆia)の柄鱗(peduncularscale)に侵入生育している

Conchocelisのfertilecell-rowを柄鱗の断面から観察し， fertile cell-rowの

細胞の内容が球状となっている状態をみて，それを単胞子議と解釈した，ま

たこのような fertilecell司rowは柄鱗の表面に向って斜上し，隔膜が破れて

管状となっているから単胞子がとれを通じて海水中IC::放出されるだろうと想

{象している。

DREW (1954)は，上述のような観察を発表した一方において，培養中の

Conchocelis にfertilecell-rowは発生するが胞子は形成されなかったとして

おり，また， αnchocelisの培養中1C::Porphyraの細胞と類似の細胞からな
る分岐する plantletの出現を明らかにした， 乙の plantletがPorρhyraの

生活火中でいかなる役割を果すかは不明としているものの，乙の存在をかな

り重要視しているようである。

次IC::，黒木(1953)，GRAVES (1955)， TSENG and CHANG (1955)らがそれ

ぞれConchocelisの培養を行ってPOゅhyyaの生活史を研究した報告によれ

ば，Cocnhocelisは単胞子畿を形成し， それから放出された単胞子が葉状の

発芽を遂げたと述べている。しかし，単飽子の形成，ぜ静離放出の仕方，発芽生

育の過程lζ関しては明確な説明を欠いている，なおまた， DREW (1954)が報

告したような plantIetの発生については何もふれていない。 しかし， DREW 

(1954)の実験における plantIetの発生は顕著な事実であるので Conchocelis-

phaseから葉状の POゆhyraがあらわれる過程は，一様でないように思われ

る。 ζのよなう違いは種の相違にもとづいて起るのか，あるいは培養条件lζ

よって左右されるのか，何れにしても Conchocelisの性状についてはなお究

明せねばならない課題が残されている， のみならず， 天然IC::生育して Con-

chocelisの性状についてはほとんどみるべき報告がない。

そ乙で，筆者らは 1957年4月以来東京湾羽田のノリ養殖漁場において，

もっぱら天然に生育している Conchocelisを定期的lζ採集し， plantletの出

現についても細心の注意を払い乍ら，その生育状態を観察して Conchocelis-

phaseから POYρ>hyya発生の過程を追究してきた。そして種々の貝殻に生育
している Conchocelisを採集し，更に Conchocelisが生肖.している貝殻の表

面lζ叢生しているPorρhyraの禁状体を発見した，この葉状体はConchocelis

の糸条から直接発生しており， DREW (1954)の plantletと相聞と息われる

のでその詳細を報告して批判を仰ぐ次第である。

20ー



A 岨

F 

三浦 ・伊藤 : 天然における Conchocelisの探究

- 21ー

5 
Cロ1

。

D 

~ -

21 



n 護類第7巻第1号昭和34年4月

2. 員殻の表面に叢生している葉状体

前記の葉状体は，アナリ Venerupis japonica (DESHAYES)，サルポク

Andara subcrenala (LISCHKE)，カガミガイ Dosiniaja.ρonica (REEVE)，ν 
オフキ Mactraveneriformis REEVE，ヒメνラトリ Macomaincongrua (v. 

MARTENS)などの二枚貝類の古い貝殻の外側表面lと叢生し，東京湾羽珂iζ施

設されている漁業用基点3号 4号附近の水深0.5-1.5m (海上保安庁水路

部:海図60号による)の地域において， 1958年2月， 3月および11月， 12 

月中毎回採集された。 とのうち， 2月， 3月においては葉状体の数が少なく

その長さも 5mm程度にすぎなかった。しかし， 11月5自に採集した貝殻に

は長さ 5mm以下の禁状体が密生しており，その後11月12日， 26日， 12月

10日と続けて採集したものでは葉状体の密度が次第に矯加し，漸次伸長して

いる状態が観察された。

12月採集の禁状体は最大長さ 6cm，幅1cm Iζ達し，形は笹禁状，基部

は喫形で細線状の顕著な茎状部をなしている(写真A，m。色彩は柿色を呈し，
細胞は 1個の星形の色素体をもち，細胞の配列も POゆhyraと全く同一であ

る l写真 E~ したがってとの禁状体は明らかに Porphyra である。 ζ の葉状

体は未熟であったので種を確認する ζ とは出来なかった。ところが実は，同

じ地域には海底の貝殻IL着生し，細線状の茎状部をもち，長さ 3Qcm，幅5

cmの柿色を呈する笹葉状の成熟した Porphyraが3月頃に繁茂しているの

である。乙のPorρhyraはその形態性状からみると前記の未熟な葉状体が生

育を遂げたものと考えられるがまだ議名を決定するに歪らない。

また，貝殻の表面には上述のような禁状体のほかに，その発生初期と思

われる 2，3細胞から 30-50細胞までの単列糸状体や更にとのような単列糸

状体が介在的に垂直分裂をして禁状になりかけているものなど種々の生長段

階のものが密生している。したがって上述の葉状体は乙の単列系状体の生長

したものと認められる.との単列糸状体の基部は貝殻の表層にある筒状の孔

を通じて貝殻の内部iζ深く入り込んでいる(写真c)しかし，すでに葉状とな

ったものではその部分の状態が明瞭でないロ

3. 葉状体が叢生している貝殻の Conchocelis

2月， 3月lζ採集した Conchocelisの各部分lとは色素体が一様に充実し

ピγク色を呈しているので貝殻の表面から肉眼でも Conchocelisの存在が容

易にわかる。との ConchocelisH::は ROSENVINGE(1931)が示した inflated
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cellや， spindle-shaped cell類似の細胞が多数認められたが ROSENVINGE

(1931)や DREW(1954)が示した fertilecell-rowを確認するととができなか

った(殖回:1958， p. 192，写真E，F)乙のような Conchocelisの生育してい

る貝殻の表面にも葉状体がみられたがそれが内部の ConlJltocelisIζ由来した

ものかどうかその出現の過程は観察できなかった。

11月.12月に採集した葉状体が叢生している貝殻ICは必ず Conchocelis

の生育が認められる。とのConchocelisの糸条lζは，径20-30μ位の球形の

inflated ceJl類似の細胞が倶IJ生しその中心にえんじ色の顕著な色素体をもっ

ている。との色素体は DREW(1954)が fertilecell-rowの細胞の内容として

示した centralplastid IL類似している。また，この Conchocelisの糸条と完

全に連絡している 2，3個の細胞からなる単列細胞が，貝殻の内部lζ透視され

る。その細胞は径14μで1個の星形の色素体をもち，鮮明なえんじ色を呈し

ている 4個以上の細胞からなる単列細胞ではその先端が筒状の孔を通じて

貝殻の表面に突出し，との突出した先端部が球状突起として貝殻の表面に多

数認められる。この ConchocelisIとみられる単列細胞と糸条との連絡の状態

は DREW(1954)が図示した plantlet(Text-Fig. 4)および fertilecell-row 

(Text-Fig. 3)の発生の状態lと類似している。また， 11， 12月の (.-"'onchocelis

では体の部分iζよって色素体IC変化がみられる，すなわち， inflated cell類

似の細胞の色素体は centralplastid状，単列細胞は星形色素体をもち鮮明な

ピシク色を呈しているが糸条部分の色素体は parietalで色彩が淡い。乙のよ

うに 2，3月の材料と 11，12月の材料とでは Conchocelisの形態，色彩に季

節的な変化と思われる相違がみられるが， 11， 12月に採集した Conchocelis

ICも従来報告されているような fertilecell-rowは認められなかった。

4. 員殻の表面に叢生する葉状体発生の過程

貝殻内部IC生育している ConchocelisICはinfiatedcell類似の細胞や2，

3細胞からなる単列細胞や先端部が貝殻の表面lζ伸出した 4細胞以上の単列

細胞など種々の状態がみられる。乙れらは順次生長の段階を経て貝殻の表面

lζ密生する単列糸状体に連続し，との単列糸状体はまた葉状体と連続する過

程を顕微鏡下に追究することができる。

すなわち，貝殻の表面に叢生している禁状体は Conchocelisの糸条に生

じた inflatedcell類似の細胞を起源とし，乙の細胞が貝殻の内部で分裂して

星形の色素体をもっ 2，3個の単列細胞となり，乙の単列細胞の分裂生長にと
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もなって貝殻の表層lζ形成される孔を通じて単列細胞の先端が貝殻の表面lζ

伸出する。 この部分が更に分裂を続けて 30-50細胞の単列糸状体となりや

がて介在的垂直分裂が起って葉状に生長したものである。なお，乙の葉状体

は先Iζ述べた Porρhyrasp.の幼体と考えられるが一般に葉状の POゆhyra

の幼体は単胞子を放出する性質があるので，貝殻の表面に密生している大小

種々の幼体を海水を満したνャーレの中に剥ぎ落して培養し単胞子放出の有
無を追究したけれども単胞子の放出はみられなかった。したがって，乙の幼

体は乙のまま生育し常規の POゆhyraとなって成熟を遂げると思われる。

5.考察

筆者らが観察した天然に生育している POゆhyrasp.の ConchocelisIζ 

はBATTERS(1892)， ROSENV1NGE (1931)， KYL1N (1944)， DREW and R1CHARDS 

(1953)らが単胞子謹と考えたような fertilecell-rowはみられなかったが， 11， 

12月に貝殻の表面に仲出する単列細胞の発生を観察した。この単列細胞と

DREW (1954)が報告した plantletとは形態的lζ相違しているが， plantlet

がPorphyraの細胞と同じ細胞からなり，貝殻の内部や表面に出現し，ある

ものでは明確に Conchocelisの糸条と連絡しているなど類似の性質をそなえ

ているので相聞と息われる，また，Conchocelisの系条から inflatedcellを経

て単列細胞が生ずるときに，その色素体がhomogeneousな状態から central

plastid状となり次いで星形色素体となる過程は DREW(1954)が明らかにし

たfertilecell-rowから発生する plantletの色素体発達の過程と一致してい

る。

黒木(1953)，GRAVES (1955)， TSENG and CHANG (1955)らの報告によれ

ば葉状の PorPhyraはConchocslis-phaseから単胞子を経て藤発するわけで

あるが，筆者らが天然に生育している Conchocelisについて観察した結果と

異なるから禁状のPorPhyraが出現する過程は種iζよって相違すると思われ

る。

干潮線下lζ生育する Conchocelisから干満線闘に生育する Porρhyraが

出現する過程lζは何らかの形で胞子の放出がなければならない。

しかし筆者らは干潮線下に生育する POゆhyrasp.で Conchocelisの糸

条から直接葉状の Porρhyraが発生するととを確認した。したがって禁状の

POゆhyraがConchocelisから現われる過程，更には fertilecell-rowの有無

がPorρhyraの種とその生態とに関係するように思われて甚だ興味深い.
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三浦・伊藤; 天然I~おける Conchocelis の探究 お

「との報告は東京水産大学楓物学教室が財団法人海苔培殖鐙興会の依鳴に応じて着

手した『酒場探究調査Jの一部であるが調査の実施にあたっては東京都水産試験場の協
力の6とに専ら筆者らが研究に従事した乙とを乙とわっておきたい，なお.研究費を与え

られた海者増殖振興会，御助カを仰いだ東京都水産訴験場，まfこ，終始有意議な示唆助

言と指導とを腸つだ殖閏三郎教授，岩本康三講師，字野寛講師，文献を貸与された北海

道大学山田幸男教授，水産大学妹尾次郎助教授，ならびに探絡に協力された東京都水誌

稲葉昇氏，東水大学生大島利夫君，伊藤明敏.君にたいして厚〈感謝する次第である。」

追記最近， HOLLENBERG (1958)はPOゆhyraρerforataの果胞子を貝
殻などの石灰質を基質とせずに coverglassの上で培養して，糸状体を得，

それに fruitingbranch (fertile cell-rowと相同)が形成されそれから瀦離し

た胞子が葉体となった過程を報告しているロ

Summary 

1. Many minute .Po叩'hyrathalligrowing on the shells were found at the 
depths of 0.5-1.5 m 0住 theTokyo Airport in Tokyo Bay in Feb.， Mar.， Nov.， 
and Dec.， 1958. 
2. It has been observed that quadrate 2-3 cells forming cell-row， which 

h凶 connectedwith the filament of Conchocel'UJ， develop and protrude beyond 
the surface of the shell and they grow into Porphyra thalli mentioned above. 
3. The cell-row， the cells of which are agree with those of the Plantlet 

described by DREW (1954)， develops by the process similar to that of the 
Plantlet. Therefore， these cell-rows seem to be homologous with the Plantlet. 
4. Fertile cell-row as described by DREW (1954) has not been seen in this 

speClmen. 
5. In this investigation， the writers have observed the peculiar manner 

of development of Porphyra tballi from theConchocalis. This manner differs 
from tbe facts shown by many other investigators. . The writers suppose that 
several types are present in occurrence of PorphyrαthaIli among the Porphyra 
gr，叩p.
6. At the same place， the matured Porphyra sp. up to 30 cm in Iength， 

7 cm in width has been found abunduntly on the sbells in February and 
March. This Porphyra 8p. 8eems to belong to the unknown species for us 
and matured form of the minute thalli on the sheIIs. 
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欧洲を巡 り て (1)

瀬木紀男

T. SEGI: My visit to Europe (I) 

筆者は欧洲各国に於ける藻類学関係の大学・研究所を歴訪し，主として

PolysiPhonia， Gelidium， PorPhyra等のタイプ及び重要標本の調査研究を

行い，.E!.つアイ Jレラツドの第3回国際海藻VYポジクムIC出席するため，在

外研究員として昨夏渡欧する機会を得た.近時航空機の著しい発達lとより割

合短期間に 11カ国を訪れ，多数の標本を精査・撮影し，又夏季休暇中にも拘

らず多くの事類学者と会見し，能率的な調査研究を行う事が出来た。以下寵

類学関係に重点を置いて，順次その経過報告をする次第である.

(1) アイルランドへ

北極廻りの SAS機で8月初め羽田をとひ'立ち，ベルリン，ロンドシ経

由まずダブリ Y!C向った。途中機上から朝霜のベーノレを透して見る途かなる

アラスカ大陸，壮大な北極・流氷群の景観，ベJレ!JY，殊に東ベルリン地区
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瀬木 . 欧洲を巡 りて ( 1 ) zl 

のパスによる皮櫨見学等(第2次大戦の爆撃による)は生涯忘れ得ぬ印象を残

した。8月12日午後， ダプリ ンからゴノレクェイへの車中， 早くもカナダの

M ACFARLENE女史， ノーJレクェ イの BAARDSETH失安と同来し vソポグク

ムの話lζ花が咲きつつ夕方ゴノレクェイ lζ到着した。釈から大学の LEE女史IC

迎えられてホテル[ζ着き，その夜早速市主催のνセプν:!:/ Iζ臨んだ。長い

間文通のみで知り合っていたプラ ンスの FELDMANN博士， スクェーデ Yの

KYLlN夫人，乙の国の DILLON 博士，OHEoCHA氏他著名な海部学者と初め
て感激的な会見を行ったが，何しろ初対面の為，僅かに胸Kつけた小さな円

い名札のみが唯一の頼りであった。お互に固い握手を交し，長い閣の友情を

現実に温めた。各国人の間lζカト日ックの僧侶達が真紅のガクンをまとい入

乱れている様は，一幅の美しい絵巻を見るようであった.

学会の行われたゴノレクェイは避暑地と して知られる小締麗な街で，美し

いホテノレが沢山並び，町の辻々には学会

場への方向を示した球部質の堅牢な標識

が設けられ，又見知らぬ人もIIIIζ乗せて

くれる等 11庁全体が我々を歓迎してくれ

るようであった。会場ーのゴノレクェイ大学

はチュードノレ ・ゴジyク式の教会かお域

を思わせるような石造の娃物で，奇妙な

屋根のド ームが注同をひいた。たいして

大きいものではなかったが，カト リック

の大学だけあって壮厳な宗教的雰囲気が
ゴルウぉ 一大学

滋く ，落着いた大学であった。設備の点は電気も暗く ，演題の表示板もなく

(但し之は外国では普通のようである)，国際学会の会場としては平均々貧弱で

あったが， 国及び大学当局の熱意が之を制iった。 会場の一隅で Historical

Exhibition， Trade Exhibition (別報参照)，映画会等が行われていた事は日本

の学会と同じであったが，各国段々な貨幣を交換する為，銀行が特設されて

いる点は，如何にも国際学会らしかった。学会は8月13日から 19日迄，7 

日開花亙って行われ，27 カ国 - 約 300 人の海深学者が1，/-~った。 13 日午前 9 時

半 LEMASS通産大臣の技拶，PRESTON博土の海藻化学の特別議決{ζよって蒜

が落され，総物 ・化学 ・利用の各部門{ζ分れて活滋な研究発表があり，小生

も FELDMANN博土座長の下に「日本のアオノリ」について講演した。 日本
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でj析機lζ盛大lζ海部を養殖し，食用とする事[乙先ず長17同を浴びて多数の質問

を受けた。又カラー ・スライドで映写した日本独特の美しい海苔場風景，漁夫

の服装等花田をみはった。乙の日午後には DIXON(英l，POWELL (英l，HAXO 

(米)氏の夫々 Pterocladia，Fucus， Macrocystis等に関する講演があったロ

又乙の夜政府主催の盛大なレセプνョンが行われ，との際ダノレスがつまみに

供せられた(別報参!1RL 14日は利用及び植物，15日は化学関係の熱心な研

究発表が昼間続いた。一般に欧洲の研究は規模は左程大きくないが，その深

奥さに感心した。 14日夜はセン ト・パトリック小学校でワνシト γの WAL-
FORD t~ì- 上の “The sea as a potential source of food"とj越する公開講演があ

り，パデ λ カーブより保影された美しい海底生物の生態映画等が映写され，

食糧源としての海の価値について種々の而から示唆を与・え，中CHζ日本の海藻

利用に多大の関心を:寄せた。 15日夜lζは各部門別の晩餐会が行われたが I}式

立の最初lζ日本のそも:柑を使ったコクテルが出され，智し故国のl床を俊しんだ。

乙の席上，海t:i'i学者であり又首相令嬢

である DEVALERA女史の好意で，2 

人の美しい女流音楽家が招かれ，竪琴

の伴奏で哀調lζむせび泣くようなアイ

ノレラジド歌曲を聞かせてくれ，一間更

けゆく夜を惜しんだ。

快晴{と忠まれた 16日はカ ローリ

エ， ドーレン両海岸lζ採集エクスカ-

V ヨジが行われたc パスで坦々たるア

スファノレ トの道を函走する事 1時間余海部J%Y.a会指導中の M.DE VALERA 

女史 (Salthill海岸にて)
乙の辺は一面の泥J災地で，その巾の小

さな沼辺で Erirciurと言う植物を皆で採集する。 とは北米に分ィpする植物

で，欧i州では非常iζ珍しい。更にパスでカローリエ海岸lζ行き日本lこない多

くの海部をも採集した。次rc訪れたドーレソ海岸はイジそが一面に分布し，
ζ の附近のセント ・7 ・Jクダラ小学校の壁は，すべて之で出来ていたのには

日ifいた(別報参照)0 17日には速く AranIslandとMiltonMallコayへの採集

会も行われ， また 18日には IntertidalEcologyのνγポグクムがあって

BURROW氏，CONWAY氏， DE VALERA女史， VlRV1LLE氏等の多数の研究発

表があった。
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樹木 : 欧洲を巡りて ( 1 ) 

学会終了後，再びダブリ :/1ζ戻り，

Trinity Collegeを訪れた。乙の大学は

1591年創立の古い歴史と伝統を持ち，

College greenの東側K古色蒼然として

横たわり，その Libraryは特IC名高い。

中庭中央l乙アーチ状のドームがあって如

何lとも欧州1の大学らしい。更に奥へ進む

と，ったのはった二階，悠の植物学教室が

あり，此処lとHARVEYの Herbaril1mを

29 

Trinity College 

所蔵し，Australiaの標本や，WRIGHTの採集した日本の標本もあって興味

深かった。 Typespecimenとしては Polysiρhonia9種(内，日本にも産す

る種類は P.forciρala HARVEY， P. concellαla HARVEY等)，Dasya 6種，

Polyzonia 2程等がある。乙乙の WEB日教授は相憎不在であったが，助手の

ROBERT氏が既に手紙で依綴しておいた標本を，机上に並べて待っていてく

れたのには恐縮した。

(2) アイルランドから再び英国へ

ダプリンから AerL:ngus機でエジンパラに向う(線建の為グラスゴー

に着陸し，パスで行くL乙のIIIjは古風な城下町で，中央lとλ ココ ト・モニュ

メントの鈴えたつプリンセス ・ストリ ート は特に美しいeζの通りの北側は

近代的なR耳目J，レストラ γ等がずらりと並ぶが，南似.IJは堀(美しい芝生と花

壇になっている)を隔てて向台となり，rj:Ji量的な古城や教会等が3Fの如く浮

んでいる。折からのエジツパラ祭でホテノレの予約が困難を極めたが，植物園

の HENDERSON氏の好意でやっと古風なホテルの一室lζ落着いた。その翌日

から RoyalBotanic Gardenの研究室に通い，GREVILLE Collectionの多くの

標本を検べた。 Polysiphoniaでは P.Brodiaei (DJLLWYN) GREVJLLEの

Isotype， P. urceolala (DII.LWYN) GREVJLLEの多くの forma，Gelidiumの

type 2種等もある。 JJI}莱庫は英国産(Irelandをも含む)のものと，他地方産

のものとに大分類され，非常に整理が行届いている。名々一定の11頂序の下に

整然と纏められ，type J..えび重要標本は，上下に赤い線の入った特別の type

cover Iζ入れられ，索引も行届き峻一つない。岡許m:・も完備した立派なもの

であった。藻類専攻学者は目下いないが，前記の HENDERSON氏(Cryptogams

専攻)，GREEN氏 (Phanerogams専攻)，PRENTICE燥が心から抱く迎えてく
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れた。止~物はあまり新しくないがよく手入され， 新鮮な気分lζ満ちている。

乙の植物園関係者で祖国の為lζ出征し，戦死した人々の名が，入口正而の壁

の大型石にメモ リアルとして刻んであったのも印象的であった。 HENDERSON

氏宅(前庭lζ桜あり)でータを過したが，役は同じ専攻の日本の友とtfIりに交

際したがっていた。

エジンパヲ滞在中，郊外のlnverskにある海藻研究所を訪れたが，此処は

丘の上の別荘を思わせる様な研究所であった。所長 WOODWARD博士はパリ

t毎泌研究所内の展示室
(Inveresk) 

-， ilI売の為忙しく ，海磁化学専

攻の BOOTH氏の案内で所内を

見学したが，斡国留学生が l名

いて，久しぶりに同本語で話し

た。現在 ζの研究所は化学方面

の研究lζ重点が移行し，門lζは

"Authur D. LITTLE Research 

Institute"と“Instituteof Sea-

weed Research"の2つの看板

が掲げてあった。入口のグス、ト

ブック lζサインをした時，山田 l.Jj橋両先生のサ インがあって非常に熔しか

った。展示室IζはJJ，'}莱の他，生の海藻が大きなガラス・パット lζ入れられ，自

然の生態を見せる努力is払われていた。 λイッテを入れるとパッ トの下から

照明され，E7duomorρhaintestinalis， Harydrys siliquosa， Ascoρhyllum 

17odosmn， Fucus 1Jesiculoszes， Rhodymeniaρalmata， Porρhyra umbilicalis 

等18極が浮き出した様!とみえた。

又褐部類の利用についての展示箱

や，アルギン酸を利用した種々の

商品の展示等もあった。午後採集

の為 BOUTH氏が雨lいをも厭わず

North Berwick海jr~ Iζ案内してく

れた。沿道の Aberlandy海岸ICは

延々としてコンクリ ート ・ブロッ

クが-:rIJ!C多数並び干~H~の I~を抱

かせたが，之は tanktrapsと称
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瀬木 : 欧洲を巡り て ( 1 ) 31 

し，大ii集中独軍のタック上践を防ぐ為耐えたものだと言う。目的地lζ着くと

幸lζも雨はあがり，乙の辺一帯の海岸ICはFucus，Himanthaliaの17下落が続

き壮観であった。又向い側の BassRock島lζは Gannetと称する烏が多く

桜息し，その為lζj誌が白く見えるI主であった。

想い出多き古都エジンパラを後にして，BEA機で再びロンドンIζ向つ

た。 ロソド γの街は主尽くくすんだ古めか

しい建物がずらり と立並び，如何にも n

の旋する事なき老大国の哲都らしかった，

此処lζは有名な Museumが余りにも多

い。部類学関係としては KewGardens 

のHerbariumとBritishMuseumを訪

れた。 Kewの大研究室は中央部は上迄

通しの広いホーノレになっており，各階と

も窓側がコンパー トになり，共処ICIJIt-業

主iiと研究机が並び，隅の方の 2つの蝶波

一一一一守ーー句ーーマ

Kew gard巴nsのHerbarium
(London) 

階段が各階を>ili結している。 此処[とは， 日本近海lζも産する Polysiρhonia

abscissa HOOKER et HARVEYの typespecimenがある。又 DAWSON TURNER 

の古い標本がHerb.HOOKERとして良く保存され，本邦及び近海産のもので

type specimenとなっている 5argassumの重要探*(5. enerve C. AG.， 5. 

Horneri C. AG.， 5. tatens C. AG.等)がある。乙の他 Gelidiumの標本も多

いが，就中 TURNER著 Fuci(1819)の原本を検べ，との中の Fucuscornsus 

(=Gelidiurn corneurn)の図版代り!と Originalspecimenを見る 乙とが出来

たのは望外の苔びであった固此処では，折悪しく土H訟の休口にかかったが，

DICKINSON媛の好意でこの日も研究を許された。すぐ前の植物園は乎入がよ

く行届いて清潔を極め，座一つ落ちていない点は国民の向い公徳心を物語る

ものであろう。一方BritishMuseumは市内2カ所!乙分れ，海115は Cromwell
Road にある NaturalHistoryの部にある。 ζ の主J!物は第二次大戦で爆製を

受けたが，現在すっかり復興してゴジック式の尖階が高 くtf:え，壮大なもの

であった。 此処の 6 階 lζ は海老茶色の }JI，~柴田iが一斉に並び， 多くの Poly-

SIρhonia， Gelidiumのfll本を蔵し如何にも英国らしい底力を見せていた。海
藻関係の CHAMBERLAIN娘は結婚して BUTl.ER女史となり，ゴノレクェイで既

lζ顔期1¥染の間柄であったので心易く種々の便宜を与えてくれた。(続く)

(三認瓜立大学水産学部)
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DREW女史の 家を訪 れて

時印綿

1 11'[，年の容から昨年の 4月まで文部
省宇E外研究員として欧米に旅行する機会

を得たが，旅程を立てるに当って是非訪

れたいと;i3えたのは英国 Manchester大

学の DREW女史であった。{再々 l昨年の

春，チガイソ とコシプのキメラの131本が
子(こ入って非常に珍らしいと思い，英国

のNature誌に投稿を思い立って制集者

への紹介を女史iζお願いして伏く引き受

げて下さった旨のお手紙を 7月 11日附

で受取った。その後，宮部先生のヲソプ

科の英訳版が出来上ったので別席IJを送っ

たと ζろ，その受取りと一所に入って来
“DREW女史"

たのは，女史の生前を記念する Thanksgivingの集会の案内で，9月14n，ζ 
逝去されたことをはじめて知ったのであった。ついに生前の女史[ζお会いし

て親しく IJ本の海部研究者の一人として，また日木の海苔業者1[代って，海

苔の Conchocelis也-代(貝殻!と内生する糸状体)の発見!ζ対して敬意;と謝意を

表ーする機会は無くなったのであって，非常に残念に思った次第である。それ

で，せめて女史の研究室ι住家を訪れて恥意を表ーしたいと思い，街]主人で
ある岡大学工学部の BAKER教授に子紙を差上げ，ダブ 3 ン市から ~;~t存 7 ン

チェ スター市!と若いたのは，昨年の2月7口の夕方であった。型口の午後，

BAKER教授が車で迎えに来て下さり，大学のMt物学教京を訪れる乙とができ
た。 女~の研究室 (C は片岡の机の上lζ海藻培長装置が小 じんまりと出来てい

て，温度を調節するために装置全体にかぶさる被いがあり，ハソドノレでガラ

ガラと鎖の仕掛で上げ下げできるようになっていた。 との装置は BAKER教

授が夫人のために作ったものだとのことである。米同の各地の大学で見た培

養室や， グーテボノレグの LEVRING教授の所の培長室などにくらべて， いか

にもささやかな間に合せの装荷ーである。しかも，乙れを似つであの海台の糸
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国際海藻雑誌“BOTANICAMARINA"の刊行 お

状体の発見をはじめ，ヨツガサネ属1種の生活環を実験室で完全に追及する

という紅藻では始めての研究や，その他の紅藻の生活史や細胞学の研究を続

々と発表したのだと思うと，一層敬慕の情を強くしたのであった。タ閤せま

る大学をあとに， 静かな落ちついた住宅街を通って大きな二階連の BAKER

家に客となり客間IC通された。すると目についたのは北海道の熊の木彫りを

はじめとする日本の装飾品である。わけを聞くと若い頃，いま北大文学部の

客員教授として札幌lζ居られるH.M. LANE氏と同じ学校で学んだ ζ とがあ

り，それ以来の親交を結ぶ間柄で，乙れらは同氏から贈られたものだという.

海苔の研究を通して日本と特lζ縁故の深くなった女史の家庭が LANE氏を通

して既に早くから日本と或るつながりがあったという乙とは奇縁であると云

えよう。客聞にあるグラ y ドピアノは女史の持いたものかと思って聞いたと

乙ろ，乙れは娘がひくのだとの ζと。同家には年頃の令息令嬢お二人が居ら

れ，令嬢に会うととができた。家の主婦を俄かに喪った悲しみを諮る教授は

見るからに淋しそうで同情!と堪えなかった.海苔の Conchocelis-phaseの発

見は全くの偶然で，彼女自身も意外であったらしく，非常に喜んでいた，と

諾された。ここに掲げる写真と，紅藻の生活史に関する総述の別刷をいただ

いて辞去したのである。 (RevueAIgologiqueの昨年10月号には，同じ英国

の NEWTON女史の奮いた追悼文と，著書論文のリストが載っており， 肖像

画の写真が巻頭を飾っている。)北海道大学水産学部)

国際海藻雑誌“BOTANICA

MARINA" の刊行

昨年の第3 四国際海~学会の席上. LEVRING. HOFFMANN. FELDMANN氏らによっ

て提案された国際海藻雑誌の刊行の件は，いよいよ次のような趣旨で実現の運びとなった

知らせがあったので紹介する。

雑誌の名称は，“BOTANICAMARlNA"とする。大きさは 17X 24.5 cm， 32頁およ

びアート紙印刷2莱とし，年4回発行，工業技術に関する別冊を出す乙とも考えられてい

る。

内容は，海部の生題学.植物学，化学，生理学，薬学，浮証書性議類，海2車工業，およ

び海藻を原料とする生盛物に関する原著とし，用語は，独，芙，仏，のいずれかとし，独

文のときは英仏2カ国の摘要を附レ，他の場合も同様とする。原著のほかに，編集記事，
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34 E覇 。類第7巻第1号昭和34年4月

関係文献や重要箸舎の評論ものせる。

り。

第 l号は， 1959年4月-6月のl開問中に発行の予定で，価格は7マル7 (送料別)九

投稿，および内容についての質疑は，刊行委員長または編集局宛に送るとと。

刊行委員会は 16名で構成し，日本からの委員には山田幸男教疫が指名されている。

刊行委員長にはスエ{デンからの委員である LEVRING氏が当る。その宛名は次のiili

Prof. Dr. TORE LEVRING 

University of Gothenburg Marine Botanical Institutions 

Botaniska Tradgarden Gothenburg C， Sweden 

編集局の宛名は次の通り。

Studiengesellschaft zur Erforschung von Meeresalgen e. V. 

Hamburg 36， Esplanade 1 c， P. O. B. 393 W飽 tGermany 

印刷と発売は次の書后が引き受ける。

Cram de Grayter & C.， Hamburg 1， Messberghof West Germany 

薪箸紹介

近江彦栄若

田本及び近海産オゴノリ属及び

オゴモドキ属の種類

{時田豚)

The species of Gγacilaria and Gγacua'riop8"I8 from 
Japan and adjacent waters (Mem. Fac. Fisheries， Hokkaido 
Univ. Vol. 6， No. 1， pp. 1-65， pls. 1-10. 1958) 

従来寒天朕務父は混頑として利閉され，産業的価値の高いオゴノリ及びオゴモドキ属

の 18租1品種について，それらの留の性質がlJI.jかにされ， 叉過去における利用情況等が

誌されている。

己の論文において著しい乙とはホソオゴモドキ， トキダフシクレノリがそれぞれ日本

及び琉王まから始めて報告された乙とであり，オゴノり腐の一員とされていたツルユノラモが

オゴモドキ腐に移された事等である。更に ζの基t量的な研究は大いに産業面においてもそ

の価値を発衛するものと思われる。

次に著者の検索表を掲げるが G.は Gracuar句オゴノリ属を，G.-OP8"I8は Graci-

Iar必psisオゴモドキ腐を， ( )内はシノニムを示す。

勢 Eの価格は1冊の値段と恩われる。邦貨600円余It:当る。

34ー



事庁箸紹介 35 

1. !i果は大形細胞，通常小形の基部を有するゴニモ プラスト，及び果皮に達する営養

糸よりなる。

A. 体は円柱状.あるいは時に多少扇庄
1. 枝は基部において経る

a. 枝の基部は多少総る;分岐は多く叉は少し;体は細し

. 1. G.制作ucosaオゴノリ (G.confervo必伺)

b. 枝の器部は徐々に経る;分岐はむしろ少し不則規叉多方面に出ず;体の

下部及び中部では非常に硬し;先端尖る ・H ・H ・..2. G. g匂asオホオゴノリ

c. 枝の基部は急に総る;分岐多く，互生叉は部分的に扇生;体は硬く，ふく

れる…………………………...・H ・H ・H ・..…… 3.G. blodgettiiクピレオゴノリ

2. 校は基部において強く継る

a. 貿むしろ硬し;分肢は羽状;やや縦房状;休I'"l:30cm 1亡逮す

. 4. G. eduliBカタオゴノリ (G.lichenoides) 

b. 軟骨質叉は膜質;分肢はやや叉状，短き小枝あり;やや波状

. 5. G. b叫γsa-pastoriBシラモ (G.comp何回α)

c. 肉質;綴房状;体は 11cmより小

・6.G. coroηopifoliaモサオゴノリ (G.juifoγ隅 iB)

d. 膜質及び肉質;分肢は密，不規則な羽状，時に上部において弓状をなす，波

状或は縮房状;体は 5~10cm 高し …・・・7.G.α.rcuαtα ユ Eガタオゴノリ

3. 校或は小校は関節せる如く経る

a. 小伎は成熟時関節せる如く経る ・…....… 8.G. crαssaタイワンオゴノリ

b. 校及び小枝は共11:著しく関節せる如く経る

. 9. G. aalicorπfα トキダフシクレノリ

B. 体は全く周平又は主主状

1. 体の縁辺に多くの刺状突起或は小歯あり .. 

a. 休は幅広し;縁辺に小儲あり .... 10. G. denticul日ta
b. 体はむしろ鱈狭<.先端鈍円或は舌状;縁辺著しく波状

トゲカパノリ

. 11. G. p叫rp1昨日~cens ムラサキカパノリ

c. 体は前者より広<.先端鈍円或は櫛形;縁辺刺状突起多し

・lla.G 仰ゆ.f. spinulosaトゲイツツギヌ

2. 体は金縁叉は刺状ならざる突起あり

a. 体周平.1-2.5cm広く，金縁，体表に点状の斑あり

. 12. G. pu悦ctataィγツギヌ

b. 体周平，通常全縁なる色表面に斑なし，時に滞状或は多少内に曲りしばしば

燃れたり……...・ H ・..・ ……………………… 13.G.伽C叫rvatα1ゾオゴノリ

巴. 体は幅広ししばしば裂片をなし，幽らず，先端鈍円又は舌状，分岐行われ
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務 警護 薬草 ま露?巻善 章第1をき 級事国34総4Jき

叉行われず ……………H ・H ・-…H ・H ・..……………… 14.G. teztor善玉-tパノ事
d. 手本君主華麗緩も広し葬撃に悪霊殿会会ず;ぎを縁iえして量震予言分絞せず

... ~，.~・ 5'.."~..~'.5"..'..~~~~・-… 15. G. 8秘説獄。raliBシンカイカパノ1)

11. 滋果I't小綴強季大なる遜銭安宅ぎするゴニモブラストよちえrIJ .寒波IC.議する言霊祭糸

えまし

ん 緩は署警に塁審れ襲撃滋状をなす ……. 1ふ弘噂pSI8智俊樹C'lUophyl仮設ゴ母ドキ
ゑ授は会く膨れず

1. 徐11、形にして絡し泌蹴E苦言怨ゆき襲警に経 lt路燃を怨丸分畿多し
……H ……….. 1'1. G子

窓ゑ駒 手然孝大売形禁， 夜レい， 邑総容~11泌詰邑ま総滋喜凝蓄くし， 諺-3総到鍛悶広しい， 支分?絞憲綴証えなzち
. 18. G.吋宅伊書記章chord議(G.c加傾紛ツんシラ諸島

(~t大潔学善事綴空襲学教愛 護覧手宇喜子選手主義}

学会議議

雪量擬護多数

{限利33幸容は湾総認よち緩和34年3}'j5女友で}

本会会員長義手数之助E廷は去る喜緩和34益事1)善事録滋去零れ乏した穆 ζZ二必殺んで事案

僚の霊豪華f愛しEます。
図 2幹事義菱護学会
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定規稿投

会民諸君から大体次の弓I柄.æ御含みの上投摘をj~H寺します。

藻類IC関する小論文(和文)，総説，論文抄rft，総量争等。
原稿掲械の取捨，掲il占の順序，体裁及び校正l立役只会IC一任の乙と。

別刷の'1'l.用は著者負机とする。 IIIL小論決.， 綜税， 総合抄録lこ限りその 50線

分の1HfJは会にて負Jローする。

小論文，綜説， 総合抄童話は 400字Jli原稿用紙12j:¥( /1'1.迄，

を限度とし関l波等のスペース:;1:此の内IC合まれる。

f品小論文.綜説に限り，臥'文岡田及び木文土1'-頁以内の欧文摘要を付する Eと。欧文

は成る可く ~， 独~B .æJTJうる Eと。

原f/.'Gは平仮名混り，横，Ir-としなるべ く400宇治原稿用紙を周うる Eと。

1. 

2. 

3. 

共他;土問上6紋位お4. 

5. 

3車類K関する質疑応答欄を設け瓜:いと!iflいますから，会員諸君の御利用を乞う。

向車l6の迅速処理を刃lするため質問及び庶務，会計，制総司js等学会IL関する通信l立

札幌市北大理学部町i物学教室内本会'.n;~，会計Jくは編終併事宛とし幹事の個人名は一

切使用往ぬよう特IC注Zまのこと。
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